
児童発達支援について 
 発達に支援の必要な子どもが地域で自分らしく育ち暮らせるように、通所先の施設で、子どもの発達

を支援し、過ごしの場を提供するサービスです。事前に申請や契約が必要です。 

 サービスを利用するためには、相談支援事業所にご相談ください。 

 相談支援事業所では、ご家族からの相談をお受けするとともに、各種サービスの申請手続きやサービ

ス利用計画の作成、サービスの調整等のお手伝いをします。 

        この頁では、児童発達支援児童発達支援児童発達支援児童発達支援についてお知らせします。 

 発達に支援の必要な乳幼児とその保護者を対象に、福祉サービスなどに関する情報提供や利用の調整

などの相談支援や要医療児に対する相談支援を行っているのが、やまびこ相談支援事業所やまびこ相談支援事業所やまびこ相談支援事業所やまびこ相談支援事業所です。 

  

児童発達支援の利用を希望される場合児童発達支援の利用を希望される場合児童発達支援の利用を希望される場合児童発達支援の利用を希望される場合    

 『やまびこ相談支援事業所』が、申請手続きの支援、サービスを利用する場合の計画書の作成、サー

ビス提供事業所との連絡調整を行います。 

 定期的にモニタリングを行い、提供されているサービスが適切かどうかを確認します。状況が変わっ

た場合などは、計画を変更します（詳しくは、25～27 頁をご覧ください）。 

 

児童発達支援事業所一覧（大津市内事業所のみ掲載） 

名 称 所在地 
TEL（上段） 

 FAX（下段） 
備考 

わくわく教室 （公立） 和邇中 176-1 077-594-8415 

077-594-8416 

８ページ参照 

 

やまびこ園・教室 （公立） 馬場二丁目 13-50 077-527-0467 

077-527-0293 

９ページ参照 

 

のびのび教室 （公立） 萱野浦 1-11 077-547-3535 

077-544-1415 

１０ページ参照 

 

そら 荒川 718-2 

 

077-576-0945 

077-576-0945 

 

こぱんはうすさくら大津京教室 柳が崎 9-17-101 号 

 

077-526-9550 

077-526-9550 

 

らく相談室 まなえだ 

 

梅林一丁目 3-13 

リンカーンビル 2 階 

077-524-0717 

077-526-5605 

 

ハイタッチ 

 

富士見台 54-40 077-576-9517 

077-576-9517 

 

コペルプラス瀬田教室 大萱一丁目 18-34 

中川ビル 3 階 

077-526-5793 

077-526-5794 

 

※ 大津市以外にある事業所も利用できます。 

※ 公立の 3 か所は、保育園・幼稚園・こども園などと併せて通所することはできません。 

 



放課後等デイサービス放課後等デイサービス放課後等デイサービス放課後等デイサービス    

 

学校在学中の障害児に対して、放課後や休業日において、生活能力の向上や社会との交流促進に

必要な支援等を行います。地域での第 3 の居場所として発達を支援する通所施設です。 

 

○ 放課後等デイサービスの利用にあたって 

・ 利用対象者は、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校、高等専門学校

に就学していて、障害者手帳を交付されている児童です。手帳等を持っていない場合は主

治医の診断書又は特別支援学校及び特別支援学級に在籍している証明書を添付すれば申請

可能です。 

・ 利用には、利用者負担金が発生します。ただし世帯の所得・収入状況に応じて利用者負担

金の軽減や減免措置があります。 

【利用料金】 1 回９00 円～2,000 円 

 <上限利用者負担金月額> 生活保護世帯・市民税非課税世帯  0 円 

市民税額所得割 28 万未満 4,600 円 

28 万以上 37,２00 円 

                            ※別途、おやつ代や教材費等実費分が必要になる場合あります。 

 

・ 開所日や開所時間は事業所によって異なります。日曜日や祝日はお休みとなっている事業

所が多いです。送迎の有無についても事業所によって異なります。 

・ 保護者の就労支援のために利用することは出来ません。 

→就労支援目的の場合は、P.18 児童クラブ（小学生）や、P.26 日中一時支援事業のご利 

用をご検討ください。 

 

○  放課後等デイサービスを利用するまでの流れ 

① 大津市障害福祉課へ連絡し、申請に必要な書類を確認、請求する ℡528-2745 

② どこの事業所を利用するか決める 

③ 事業所へ予約をし、見学する 

       【事業所選び・見学のポイント】  

本人にあった活動プログラム、集団であるかどうか 

家からの距離、送迎の有無  

週何回くらい使うか考える 

→大津市では基本的に利用は月 15 日（1 週間に 3 回程度） 

→利用可能か空き状況の確認も必要です。 

何か所使うか考える(複数事業所の利用可能) 

④ 必要書類をそろえて障害福祉課に提出する 

⑤ 市役所から通所受給者証が届きます。事業所へ受給者証を持参し、契約します 

⑥ 利用開始です 

＊②～④は、相談支援事業所に相談をしながら進める方法もございます。 


